












































































































−−− −−−++= ttttttAt ICTICTr
と表される。 →ブレの原因は 1−− tt II
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年度成長率との比較
まとめ
• 四半期GDPを見る上で、従来の年率換算した前期比には
安定性の点で問題がある。
• 新しい見方としては
– rTC(k=1),rTC(k=2)
– rTC(k=1,h=1),rTC(k=2,h=1)
などが、良さそうである。
どのような評価基準が考えられるかは今後の課題である。
• ただし、今回用いた例は平滑値を用いているので、過去の
景気変動を見るためのものといえる。
前期比 VS. 前年同期比
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季調値・前月比・年率換
算
原系列・前年同期比
前期比のほうがブレが大きいが、反応も早い。
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